
株式会社 結米屋（山形県東田川郡庄内町）
～ 農地集積や赤かぶの導入、法人とＪＡが連携して農業振興 ～

組織の概要
・代表者：中野 智
・設立：H26
・構成農家数：3戸
・経営面積：31.8ha
・主要作物：水稲24.4ha,
大豆4.6ha,赤かぶ0.2ha,
ねぎ1棟

国営事業により水利施設が整備されたことを契機に、余目町農業協同組合では、平成２２年１２月に今後の管内農業・農村問
題について話し合う委員会を立上げ。委員会では、「集落農業の基本体制を維持しつつ、農協管内全体を網羅した農作業受託
組織を設立すべき」との答申を農協組合長に行った。ＪＡではこの答申を受け、受託組織設立に向け準備委員会を立上げ、ＪＡ
出資型農業生産法人（株式会社）とすることでまとまり、平成２６年１月会社説明会を開き、社員募集を行った。同年１０月、公
募により選定した若手専業農家を社員として資本金１００万円（ＪＡが６０万円、社員２名が各２０万円を出資し、ＪＡの子会社とい
う形）で株式会社結米屋を設立。

赤かぶの栽培

①ＪＡと連携して農地中間管理事業による農地集積
JAが窓口となり地域の農地集積を集落内、集落間で調整する中で、受け手のいない農地を受託。経営面積は全て
農地中間管理事業により集積。

②作期の異なる水稲５品種の栽培により作業を効率化
作期の異なるうるち・もち米を5品種（ひとめぼれ、ササニシキ、はえぬき、つや姫、でわのもち）を栽培することで、労
働時間が平準化し、機械の効率的な運用も可能となった。
また、品種ごとに団地化して作付けし、密苗栽培を導入。（水稲は特別栽培米を栽培）

③加工業者出荷用の赤かぶとねぎ栽培
JAと地元漬け物業者で業務契約し収益が安定する赤かぶの栽培に取り組む。
冬場の収入源として育苗ハウスを活用し、「軟白ねぎ」を栽培。収入の多様化と雇用の創出を図る。

④精米・配送作業を行い、地域雇用を創出
これまでＪＡが行ってきた地域の精米作業と配送を、施設老朽化をきっかけに一手に引き受け経営を安定化。
経営面積の拡大、精米作業の受託により新たに社員２名を雇用し、地域の高齢者も臨時雇用。

取組の内容

取組の経緯

【ポイント】
①地域農業の担い手としてＪＡ主導で新たに法人を設立。農地の受け皿として農地中間管理事業を活用し農地を受託。
②作期の異なる水稲５品種を栽培し作業を効率化。高収益作物赤かぶに加え、育苗ハウスで軟白ねぎを栽培。
③経営の安定化を図るため地域の精米・配送作業を行い、地域雇用の場を創出。

国営かんがい排水事業

・地区名：最上川下流
沿岸左岸

・工期：H13～H23
・受益面積：12,582ha
・主要工事：取水口,揚
水機場,用水路工事

精米機



（株）結米屋 法人の活動状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域の精米・配送作業を行うため精米施設導入 

大豆の追肥作業 

育苗ハウスを活用した軟白ねぎ栽培 

無線ホバークラフトによる管理作業 左から中野社長、森屋会長、佐藤専務 

加工用赤かぶ栽培 


